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世界遺産「シェーンブルン宮殿」を訪ねて

Schönbrunn
プラン一例 

�宮殿見学 → 動物園（ランチ）
 　→ 迷路庭園 → グロリエッテ
　 → 宮廷ベーカリー → カフェ・レジデンツで夕食 → オランジェリーコンサート

団体向け 
�特別宮殿見学 ＋ 夕食 ＋ 観光客向けコンサート
�シェ－ンブルン宮殿内の宮廷ベーカーリー
　ウィーン風アプフェル・シュトゥルーデル（アップルパイ）作りの実演が見られます

個人向け 
�シェ－ンブルン宮殿のパス（ゴ－ルド＆クラッシック）
　宮殿入場の他に、各種施設の利用ができます（動物園、ベーカリー等）

www.schoenbrunn.at

パンダもいて地元の人には人気観光ポイントNO.1。 
�宮殿／ハプスブルク家の夏の離宮。１４４１部屋のうち約４０室を公開。
�庭園／バチカン市国の４倍あるフランス・バロック様式の庭園。
�日本庭園／１９９６年に、日本人女性によって発見され、再現された日本庭園。
�グロリエッテ／両翼と広い階段を従えた３つのアーチから構成された凱旋門。
�迷路庭園／子供も大人も楽しめる数 の々ゲームが体験できます。
�宮廷ベーカリー／アプフェルシュトゥルーデル（ウィーン風アップルパイ）作りの実演。
�シェーンブルン動物園／現存する世界最古の動物園。パンダも人気。
�パルメンハウス（大温室）／３つのパビリオンからなるヨーロッパ最大の温室。
�馬車博物館／貴重な馬車コレクション。マリア・テレジアの命で制作された皇帝用馬車は必見。
�子供ミュージアム／皇族の子供たちの生活を体験するミュージアム。
�マリオネット劇場／やさしい演目をマリオネット人形で上演。
�オランジェリーコンサート／モーツァルト、シュトラウスなど、人気のあるクラシックを演奏。
�シェーンブルン宮殿の「ミニ鉄道」／庭園の縁に沿って敷設された軌道を３０分
間隔で運転されるミニ鉄道。この鉄道は時速１５キロで走り、９つの駅を通って１
周するのに約４５分かかります。

ウィーン名品めぐり「ウィーン・プロダクツ」

Wien Products
ウィーン・プロダクツは１９９５年、ウィーン商工会議所により、ウィーンの歴史と芸術の香を持つ高品質
製品のトレードマークとして考案されました。高価な装飾品や流行のアクセサリー、豪華な陶磁器やガ
ラス製品、家具、布製品、そして高級菓子にいたる様 な々ウィーンの特産品が用意されています。

●ショッピングルート 
バックハウゼン（シェーンブルンをはじめとする宮殿のテキスタイルはバックハウゼンによるものが
多い） → ロブマイヤー（宮殿のシャンデリア、オペラ座のシャンデリアなど） → ケッヒャート（シ
シィの肖像画にある星形の髪飾り） → ミュールバウアー（高級帽子） → オーストリア工房
（工芸品） → パルマース（ランジェリー） → アウガルテン（マリア・テレジアにサポートされたウ
ィーン窯） → マンナー（菓子メーカー） → ハインドル（チョコレート） → デーメル（王室御用達
菓子工房） → Ｒ・ホーン（高級レザー） → フライ・ヴィレ（ジュエリー） → ホテル・ザッハー
（ザッハートルテの元祖）

ケルントナー、グラーベン、コールマルクトの

ショッピングストリートでは、

これら「ウィーン・プロダクツ」の製品に

出会うことができます（ロゴブランドが目印！）。

質の高い商品を見て、そして購入していただければ、

それだけでテーマを持った散策となることでしょう。

ファミリー向け「家族で過ごすウィーン」

Family Holiday
２日目 

【午前】 美術史博物館、
 または 自然史博物館、または 音楽の家見学。
 プラター大観覧車、プラター公園にてランチ
【午後】 レンタサイクル（２人乗、または４人乗）にて、プラター公園横断。
【夕方】 ホイリゲ・エクスプレスにてウィーンの森散策。
【　夜　】 ホイリゲにて夕食。

〈オプション〉 
＊フィアカーにて市内巡り 　　＊ソーセージスタンドでのスナック
＊ドナウインゼルでのペダルボート

〈ホテル〉和朝食のあるところ 
＊グランドホテル・ウィーン　＊インターコンチネンタル ＊ルネッサンス

低学年の子ども同伴でも家族で楽しく過ごせるのがウィーン。
夏休みの課題の素材もたくさんある！

１日目 

【午前】 シェーンブルン宮殿、および 子供ミュージアムで当時の衣装を試
　　　　着（シェーンブルン宮殿内）、パノラマトレインにてシェーンブル

ン内周遊。
【午後】 シェーンブルン動物園、迷路庭園
 宮廷ベーカリーにてアップフェルシュトゥルーデル実演見学と試食。
 市内に戻り、夕食。
【　夜　】 モーツァルト・オーケストラのコンサート（古典衣装と親しみやすい

モーツァルトの曲）

Wien / Travel Themes

ウィーン／観光テーマ
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